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０
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Ｘ
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信

濃

守

護

大

名

小

笠

原

長

時

が

塩

尻

峠

の

戦

い

で

武

田

信

玄

に

敗

れ

、

居

城

の

松

本

・

林

城

を

追

わ

れ

佐

久

の

村

上

義

清

の

も

と

へ

逃

れ

た

の

は

長

時

三

十

七

歳

、

天

文

十

九

年

の

こ

と

で

あ

っ

た

。 

小

笠

原

家

は

、

甲

斐

源

氏

・

加

賀

見

遠

光

の

次

男

加

賀

見

長

清

が

甲

斐

の

国

小

笠

原

村

に

移

り

、

小

笠

原

を

称

し

た

の

が

始

ま

り

。

そ

の

後

、

信

濃

の

国

を

本

拠

と

し

て

全

国

に

小

笠

原

一

族

を

分

出

し

た

。 

始

祖

長

清

以

来

、

代

々

弓

馬

に

優

れ

た

武

人

を

輩

出

し

、

長

時

は

信

玄

と

の

幾

度

か

の

戦

い

に

敗

れ

た

後

の

長

い

流

浪

の

歳

月

の

中

で

、

弓

馬

術

と

礼

法

を

作

法

に

ま

で

高

め

、

小

笠

原

流

礼

法

を

後

世

に

残

し

た

。 長

時

は

、

永

正

十

一

年

（

一

五

一

四

）

父

小

笠

原

長

棟

の

嫡

男

と

し

て

信

州

深

志

郊

外

の

林

城

で

生

ま

れ

た

。

母

は

「

一

段

の

美

女

也

」

と

あ

え

て

家

記

に

残

さ

れ

た

ほ

ど

の

美

女

。

大

永

六

年

（

一

五

二

六

）

十

一

月

、

十

三

歳

で

元

服

す

る

。

家

督

を

継

い

だ

の

は

天

文

十

年

、

二

十

八

歳

の

時

で

あ

っ

た

。 

長

く

続

い

た

同

族

内

で

の

争

い

が

、

父

長

棟

の

代
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に

解

決

し

、

長

時

は

信

濃

の

守

護

大

名

か

ら

戦

国

大

名

へ

の

道

を

歩

も

う

と

し

て

い

た

。 

隣

国

の

甲

斐

の

国

で

は

小

笠

原

氏

と

同

じ

甲

斐

源

氏

の

一

族

で

あ

る

守

護

武

田

氏

に

よ

り

国

内

統

一

が

な

さ

れ

、

長

時

と

同

じ

年

に

家

督

を

相

続

し

た

武

田

晴

信

（

信

玄

）

は

信

濃

侵

攻

を

開

始

す

る

。 

天

文

十

四

年

（

一

五

四

五

）

に

晴

信

は

上

伊

那

の

高

遠

頼

継

、

藤

沢

頼

親

討

伐

を

行

お

う

と

伊

那

郡

へ

出

兵

し

、

四

月

頼

継

の

高

遠

城

を

陥

落

さ

せ

る

。

武

田

勢

は

伊

那

を

制

圧

す

る

と

、

次

に

は

佐

久

侵

攻

を

進

め

、

小

県

郡

の

有

力

国

衆

で

あ

る

村

上

義

清

と

対

立

す

る

。 

天

文

十

七

年

（

一

五

四

八

）

二

月

に

は

小

県

郡

上

田

原

の

戦

い

で

義

清

は

武

田

勢

を

撃

破

し

た

。

長

時

は

武

田

敗

退

の

報

を

聞

き

、

即

座

に

妻

仙

の

父

大

町

・

仁

科

盛

能

、

妹

婿

の

藤

沢

頼

親

ら

と

諏

訪

郡

へ

侵

攻

す

る

。

さ

ら

に

六

月

に

も

諏

訪

西

方

衆

ら

に

迎

合

し

て

諏

訪

下

社

を

占

領

す

る

が

、

武

田

方

諏

訪

衆

の

反

撃

に

遭

い

、

馬

回

り

十

七

騎

と

雑

兵

百

人

を

失

い

、

自

身

も

二

ヶ

所

に

傷

を

負

っ

て

逃

げ

帰

っ

た

。

若

い
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長

時

が

父

長

棟

に

遅

れ

を

執

る

ま

い

と

す

る

焦

り

に

も

似

た

行

動

が

招

い

た

手

痛

い

失

敗

で

あ

っ

た

。 

一

方

、

こ

の

間

に

も

村

上

義

清

は

佐

久

方

面

で

武

田

勢

を

駆

逐

し

て

行

く

。

こ

れ

に

力

を

得

た

長

時

等

の

小

笠

原

勢

力

は

、

再

び

諏

訪

に

延

び

よ

う

と

、

塩

尻

峠

で

武

田

勢

を

迎

え

討

つ

べ

く

、

諏

訪

湖

を

見

降

ろ

す

中

腹

に

本

陣

を

敷

い

た

。 

対

す

る

武

田

勢

は

七

月

十

一

日

甲

府

を

出

陣

し

た

が

、

行

動

は

慎

重

で

、

十

八

日

に

な

っ

て

も

甲

斐

太

井

森

に

留

ま

っ

て

動

か

ず

、

長

時

等

を

油

断

さ

せ

る

作

戦

を

取

っ

た

。

中

々

現

れ

な

い

武

田

勢

に

油

断

し

て

、

酒

を

飲

み

、

鎧

兜

を

脱

い

で

寝

入

っ

て

い

た

小

笠

原

勢

五

千

を

十

九

日

早

朝

急

襲

。

不

意

を

突

か

れ

て

大

混

乱

と

な

っ

た

小

笠

原

勢

は

千

名

を

超

え

る

死

者

を

だ

し

、

居

城

の

林

城

に

逃

走

し

た

。 

塩

尻

峠

の

戦

い

に

大

敗

し

た

長

時

は

、

戦

力

も

衰

退

し

、

以

後

武

田

勢

の

侵

入

を

止

め

る

だ

け

の

力

す

ら

無

く

な

っ

て

行

く

。 

天

文

十

九

年

（

一

五

五

〇

）

佐

久

の

砥

石

城

を

攻

め

た

武

田

方

は

、

一

旦

は

包

囲

し

、

水

も

米

も

尽

き
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た

と

勝

利

を

確

信

し

た

所

、

村

上

方

の

調

略

に

よ

り

退

却

。

打

っ

て

出

た

義

清

に

千

二

百

人

が

打

ち

取

ら

れ

る

、

信

玄

の

生

涯

で

最

大

の

負

け

戦

と

な

っ

た

。

 
 

長

時

は

、

こ

れ

に

乗

じ

、

武

田

軍

に

よ

る

林

城

破

却

後

に

拠

っ

た

深

志

城

の

奪

取

を

試

み

た

が

、

頼

み

の

村

上

勢

が

勝

手

に

陣

払

い

し

、

小

笠

原

軍

千

は

敵

中

に

孤

立

し

た

。

そ

の

窮

地

に

際

し

、 

「

自

分

が

先

陣

を

切

る

、

追

い

抜

い

て

は

な

ら

ん

」 

と

全

軍

に

下

知

、

討

死

覚

悟

の

一

騎

駆

け

。 

馬

上

で

名

刀

千

代

鶴

を

抜

き

払

っ

て

、

瞬

く

間

に

十

八

騎

を

斬

り

伏

せ

た

。

長

時

の

勇

姿

に

奮

い

立

っ

た

小

笠

原

軍

は

、

武

田

勢

を

追

い

散

ら

し

て

、

脱

出

に

成

功

し

た

。 

そ

の

後

、

国

衆

の

二

木

重

高

の

居

城

中

塔

城

に

籠

城

。

晴

信

か

ら

の

所

領

安

堵

を

約

し

て

の

投

降

の

誘

い

も

あ

っ

た

が

、

「

武

田

の

家

と

は

格

が

違

う

」

と

キ

ッ

パ

リ

言

い

放

ち

、

撥

ね

つ

け

た

。 

し

か

し

、

結

局

は

半

年

に

及

ぶ

籠

城

も

実

ら

ず

、

旧

領

回

復

を

断

念

。

秋

が

深

ま

り

、

頂

き

が

薄

っ

す

ら

と

白

く

な

っ

た

西

に

連

な

る

山

々

を

何

度

も

何

度
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も

振

返

り

な

が

ら

村

上

義

清

を

頼

っ

て

、

父

祖

の

地

松

本

平

を

落

ち

て

行

っ

た

。 

そ

の

後

は

越

後

の

長

尾

景

虎

（

上

杉

謙

信

）

を

頼

っ

た

が

、

天

文

二

十

三

年

（

１

５

５

４

）

に

は

、

子

の

貞

慶

を

越

後

に

残

し

て

飯

田

の

実

弟

信

定

の

鈴

岡

城

に

入

る

。

し

か

し

、

鈴

岡

城

も

武

田

軍

に

攻

め

ら

れ

落

城

。 

弘

治

元

年

（

１

５

５

５

）

同

族

の

三

好

長

慶

を

頼

っ

た

。

時

の

三

好

氏

は

、

京

都

を

制

圧

す

る

勢

い

。

そ

の

口

利

き

で

将

軍

足

利

義

輝

の

弓

法

指

南

と

な

り

、

河

内

の

高

安

に

領

地

を

賜

っ

た

。 

し

か

し

、

織

田

信

長

の

進

出

で

三

好

勢

は

消

滅

。

長

時

は

再

び

長

尾

景

虎

を

頼

っ

て

越

後

に

戻

り

、

越

後

で

５

０

０

貫

を

知

行

し

た

。 

永

禄

九

年

（

一

五

六

六

）

に

は

三

好

義

継

・

松

永

久

秀

ら

が

擁

立

し

た

将

軍

足

利

義

栄

に

太

刀

・

馬

を

献

上

し

て

い

る

。

 
 

 
 

 

天

正

六

年

（

一

五

七

八

）

の

謙

信

死

後

、

御

館

の

乱

で

は

、

北

条

氏

康

の

七

男

で

養

子

の

上

杉

景

虎

の

使

者

を

果

た

す

が

、

甥

の

上

杉

景

勝

が

家

督

を

継

承
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す

る

に

及

び

、

再

び

越

後

を

離

れ

た

。 
天

正

八

年

（

一

五

八

一

）

に

は

織

田

信

長

に

迎

え

ら

れ

、

信

濃

の

名

義

上

の

旗

頭

と

な

り

、

信

長

の

京

都

御

馬

揃

え

に

は

公

家

衆

の

一

人

と

し

て

参

加

し

て

い

る

。 

そ

の

後

、

会

津

の

蘆

名

盛

氏

に

客

分

と

し

て

迎

え

ら

れ

る

。

盛

氏

の

下

で

長

時

は

厚

遇

さ

れ

、

ま

た

軍

師

と

し

て

戦

略

面

で

盛

氏

を

支

援

し

た

。 

天

正

十

一

年

（

一

五

八

三

）

二

月

二

五

日

、

会

津

で

死

去

。

享

年

七

十

で

あ

っ

た

。 

一

説

に

、

長

時

は

蘆

名

四

天

王

の

一

人

、

富

田

氏

実

の

屋

敷

で

酒

宴

の

最

中

、

家

臣

の

坂

西

勝

三

郎

の

妻

に

言

い

寄

り

、

激

怒

し

た

坂

西

が

抜

刀

、

長

時

と

そ

の

妻

・

娘

を

斬

り

殺

し

た

と

い

う

。 

こ

の

前

年

の

天

正

十

年

（

一

五

八

二

）

三

月

に

武

田

氏

が

織

田

氏

に

滅

ぼ

さ

れ

、

蘆

名

家

に

は

同

行

せ

ず

に

織

田

家

に

残

り

、

信

長

に

仕

え

て

い

た

三

男

の

小

笠

原

貞

慶

が

、

本

能

寺

の

変

以

後

に

徳

川

家

康

に

臣

従

し

て

旧

領

深

志

城

を

奪

還

し

て

い

る

。 

貞

慶

は

父

長

時

を

松

本

に

迎

え

る

使

者

と

し

て

、
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長

時

を

良

く

知

る

旧

臣

平

林

弥

右

衛

門

を

出

し

た

。 
待

ち

に

待

っ

た

松

本

か

ら

の

使

者

、

直

ぐ

に

も

故

郷

に

飛

ん

で

帰

り

た

か

っ

た

。

し

か

し

、

時

は

冬

。

来

春

ま

で

待

つ

こ

と

に

し

た

そ

の

矢

先

だ

っ

た

。 

そ

ん

な

時

、

果

た

し

て

家

臣

の

女

房

に

言

い

寄

る

で

あ

ろ

う

か

。

脇

腹

の

貞

慶

が

気

位

の

高

い

父

長

時

を

嫌

っ

た

と

い

う

説

も

あ

り

、

松

本

帰

還

を

あ

え

て

延

期

し

た

こ

と

を

含

め

、

謎

が

多

い

。 

長

時

は

、

そ

の

生

涯

を

流

浪

し

た

悲

劇

の

人

で

は

あ

る

が

、

信

玄

と

干

戈

を

交

え

、

謙

信

・

三

好

長

慶

・

芦

名

盛

氏

ら

の

元

に

寄

寓

し

、

信

長

と

も

交

わ

る

と

い

う

、

ま

さ

に

戦

国

時

代

を

往

来

し

た

武

将

。

そ

の

間

に

小

笠

原

流

礼

法

を

大

成

し

、

後

世

に

小

笠

原

礼

法

を

残

し

た

波

乱

に

満

ち

た

生

涯

だ

っ

た

。 

辞

世

に

曰

く

、 

「

是

程

に

 

近

き

栖

を

知

ら

ず

し

て

 

遠

く

尋

ね

し

事

ぞ

悔

し

き

」 

死

に

際

に

、

長

時

の

頬

に

流

れ

た

涙

は

、

悔

し

涙

で

あ

っ

た

の

か

、

自

足

の

涙

な

の

か

、

立

ち

会

っ

た

旧

臣

平

林

弥

右

衛

門

に

も

解

ら

な

か

っ

た

。 


